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いのちとくらし、ふるさと・島根を守るために

あなたの思いにこたえてがんばります

くらし第一の県政をめざし　願い実現へ全力を尽くしますくらし第一の県政をめざし　願い実現へ全力を尽くしますくらし第一の県政をめざし　願い実現へ全力を尽くしますくらし第一の県政をめざし　願い実現へ全力を尽くします

財源はあります ●島根原発再稼働ストップ！再生可能エネルギーの普及を
●住民合意のない松江北道路建設（総事業費250億円）の
見直し・中止を
●国民健康保険料の引き下げ、介護保険の負担軽減を
●子どもの医療費を中学卒業まで無料に
（実現には県助成をあと約７億円）
●農産物の輸入自由化反対！農林水産業を基幹産業に
●地元業者支援、消費税10％増税ノー！

　日本共産党の議員は現場に足
を運び、住民の願いをしっかり
聞いて実現するまで徹底論戦。
　本会議でも常任委員会でも発
言力はナンバーワンです。

　昨年の県西部地震、豪雨災害で
は現地調査を踏まえ、「半壊」「一
部破損」世帯への助成を提案し実
現。2019年度から制度が恒久化さ
れることになりました。
　道理ある論戦に、他党の議員や
県幹部も一目置いています。

　原発問題は唯一、毎議会で質問。専門家と
ともに活断層調査を実施し、島根原発付近を
走る宍道断層の延長（25キロ→39キロ）を認
めさせる力に。
　県議会で相次いだ政務活動費の不正問題で
は、徹底解明を議長に繰り返し要求。政務活
動費のすべての領収書の添付を実現しました。

　国保や後期高齢者医療の負担
軽減、看護師の過重労働の問題
などでは、要求の一致点で他の
野党と保守を含めたみなさんと
の共同を広げています。

日本共産党は「4つの力」を発揮しています日本共産党は「4つの力」を発揮しています日本共産党は「4つの力」を発揮しています日本共産党は「4つの力」を発揮しています
願いを届ける 願いを提案する 期待にこたえる 政治を動かす

発言力 政策力 実現力 共同力
県予算 4687億円
（自由に使える財政調整基金）
ため込み金 166億円
　県民合意のない無駄な大型事業を中止し、
予算の主役を県民のくらし・福祉第一に切り
替えれば実現可能です。

消費税10％増税に
半数が反対

憲法９条改定に
７割が反対

消費税
憲法

　消費税10％増税、９条改憲、社
会保障改悪、農産物の輸入自由化
など、国政問題でも知事の所信を
厳しく追及。国に対し、キッパリ
ものを言うよう求めてきました。

日本共産党

　県議会では「消費税10％増税中
止」「最低賃金の改善と中小企業支
援の拡充を求める」請願に、背を
向けました。
　日本共産党は採択を主張しました。

市民の切実な
声（請願）を無視

自民・公明

（市民アンケートより）

反対
70％

反対
50％

（「朝日」11月20日付）

賛成
44％

安倍政治に
立ち向かい
スジを通す

生活保護世帯へのエアコン設置調査 看護師夜勤実態調査の実施 全国学力テストの直前対策実態調査実施全国初!

くらし向きは
６割が悪くなった

（市民アンケートより）

悪く
なった
61％

県政に
のぞむことは…

１位

２位

３位

４位

５位

国民健康保険料の軽減
無駄な公共事業の削減
介護保険料・利用料の軽減
医療体制の充実
子どもの医療費の無料化

くらし

　消費税増税に反対し、国民健康
保険料の引き下げや子どもの医療
費の無料化の充実など、くらしの
負担軽減に全力。
　障がい者に耐え難い負担を押し
つけていた「福祉医療１割負担」
は 2014年、負担を軽減させました。

日本共産党

　くらしに冷たい県予算をはじめ、
各種手数料や使用料の値上げなど
に賛成。

値上げの予算に
賛成

自民・公明
負担増には
キッパリ反対

選ばれる議員が
判断します

　島根原発直下には140キロもの断層
（宍道断層39キロ、鳥取沖断層98キロ）
が走り、「地震の巣」状態。事故が起
きたら県都消失は避けられません。
　国いいなりに再稼働に賛成では、県
民のいのちとくらし、ふるさと・島根
を守れません。

島根原発再稼働に
約８割が反対

（市民アンケートより）

反対
79％

賛成
10％

原 発

　島根原発２号機、３号機の稼働
に直結する国の新規制基準適合性
申請に反対。国や中国電力にも再
稼働中止を求めて何度も要請。

日本共産党
住民の願い聞かず

推進
　島根原発２号機、３号機の新規
制基準適合性申請に賛成。

自民・公明
再稼働
ストップ
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原発ゼロの島根をつくるのか
国おしつけで再稼働推進か

県民の願いにこたえるか
知事提案に何でも賛成か

安倍暴走政治に立ち向かうか
国いいなりか

原発マネーを
受け取らないから、
ハッキリものが
言えるのね。

私たちが知りえない苦
労を未だに福島の人は
強いられています。
政治家としての前に、
人として真剣に向き
合ってほしい。

消費税増税はもってのほか。
ただでさえ少ない年金なの
に、とても生活していけない。
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県民には負担おしつけ

県議自らは賞与アップ

議員の期末手当（賞与）
を引き上げる

議案への態度（2018年11月
議会）

※民主県民クラブ･･
･立憲民主、国民民主

系、社民
賛成 自民、公明、民主県民

クラブ、無所属

共産反対
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